
(１）（昭和26年８月１日第３種郵便物認可） 消　防　秋　田 平成28年11月15日（毎月１回15日発行）　№753

題　字
　初代会長　松　野　盛　吉
定　価　１部　48円
（購読料は年会費に含む）

発行人
　〒010-0951
　秋田市山王四丁目１番２号

秋田地方総合庁舎内
秋 田 県 消 防 協 会

　会長　中　田　　　潤
　　電話　018－867－7320
　　FAX　018－863－5910
http://www.shoubou-akita.or.jp
E-mail:ask@shoubou-akita.or.jp

印　刷
　〒010-0951
　秋田市山王７丁目５－29
　　株式会社　松原印刷社
　　電話　018－862－8760
http://www.matsubarainsatsu.co.jp

平
成
二
十
八
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語

消
し
ま
し
ょ
う

　

そ
の
火
そ
の
時

　
　
　
　

そ
の
場
所
で

　

第
二
五
回
全
国
消
防
操
法
大
会
は
一
〇

月
一
四
日（
金
）快
晴
の
下
、
長
野
県
長
野

市
篠
ノ
井
「
南
長
野
運
動
公
園(

長
野
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
ス
タ
ジ
ア
ム)

」
に
お
い

て
、
全
国
四
六
都
道
府
県(

熊
本
県
欠
場)

か
ら
ポ
ン
プ
車

の
部
に
二
五
消

防
団
と
小
型
ポ

ン
プ
の
部
に
二

二
消
防
団
が
そ

れ
ぞ
れ
出
場
し

開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

な
お
、
本
県

代
表
の
横
手
市

山
内
消
防
団
は

小
型
ポ
ン
プ
の

部
に
出
場
、
健

闘
の
結
果
優
良

賞
（
一
〇
位
）

を
受
賞
し
ま
し

た
。

第
二
五
回　

全
国
消
防
操
法
大
会

横
手
市
山
内
消
防
団
大
健
闘

   

本
県
の
入
賞 

は
、
平
成
二
四
年
の
第
二

三
回
大
会
に

お
い
て
、
小

型
ポ
ン
プ
の

部
に
出
場

し
、
優
良
賞

（
九
位
）を
受

賞
し
た
三
種

町
山
本
第
四

分
団
以
来
四

年
ぶ
り
と
な

り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今

大
会
に
は
地

元
消
防
団
を
は
じ
め
、
大
仙
市
消
防
団
、

由
利
本
荘
市
消
防
団
な
ど
か
ら
沢
山
応
援

に
駆
け
付
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の

場
を
借
り
ま
し
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

更
に
は
、
来
年
度
の
全
国
女
性
消
防
操

法
大
会
の
準
備
に
向
け
て
、
秋
田
県
総
合

防
災
課
や
秋
田
市
消
防
本
部
な
ど
か
ら
担

当
職
員
が
現
地
視
察
し
て
参
り
ま
し
た
。

■
全
国
大
会
に
出
場
し
て

指
揮
者　

髙
橋　
　

隆

　

初
め
て
の
全
国
大
会
で

入
賞
す
る
こ
と
が
で
き
、

大
変
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

応
援
に
感
謝
し
ま
す
。

一
番
員　

小
林　

勝
也

　

ご
支
援
に
感
謝
致
し
ま

す
。
今
回
の
経
験
を
糧

に
、
よ
り
良
い
操
法
を
目

指
し
て
頑
張
り
ま
す
。

二
番
員　

鶴
田　
　

修

　

目
標
の
全
国
大
会
出

場
、
そ
し
て
入
賞
と
良
い

経
験
が
出
来
ま
し
た
。
ご

協
力
に
感
謝
し
ま
す
。

三
番
員　

小
林　

和
也

　

全
国
大
会
に
出
場
で
き

良
い
経
験
に
な
り
ま
し

た
。
協
力
し
て
く
れ
た
皆

さ
ん
に
感
謝
し
ま
す
。

補
助
員　

田
原　
　

勝

　

全
国
大
会
出
場
を
支

援
、
応
援
し
て
い
た
だ
い

た
こ
と
に
感
謝
と
、
更
な

る
飛
躍
を
目
指
し
ま
す
。

■
上
位
の
成
績

会長激励あいさつ

ポ　ン　プ　車　の　部
順　位
優　勝
準優勝
〃
〃

都道府県名
島 根 県
石 川 県
岡 山 県
兵 庫 県

消防団名
松江市消防団
志賀町消防団
和気町消防団
南あわじ市消防団

総合得点
185.0点
185.0点
184.5点
183.0点

タイム(注)
110.53秒
112.68秒
110.75秒
110.45秒

小 型 ポ ン プ の 部
順　位
優　勝
準優勝
〃
〃
優良賞

都道府県名
三 重 県
長 崎 県
静 岡 県
長 野 県
秋 田 県

消防団名
伊賀市消防団
大村市消防団
焼津市消防団
川上村消防団
横手市山内消防団

総合得点
95.5点
94.0点
93.0点
90.0点
84.0点

タイム
41.58秒
42.14秒
42.54秒
40.80秒
43.72秒

 (注)第１線と第２線の合計
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九
月
一
七
日
、
能
代
市
婦
人
防
火
ク
ラ

ブ
鶴
形
地
区
と
市
消
防
団
能
代
第
一
〇
分

団
は
、
同
市
鶴
形
の
釣
潟
神
社
で
軽
可
搬

ポ
ン
プ
の
揚
水
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

鶴
形
地
区
は
道
路
が
狭
く
、
火
災
発
生

時
に
消
防
車
両
が
現
場
ま
で
接
近
で
き
な

い
地
域
が
あ
り
、
自
助
・
共
助
の
意
識
高

揚
を
図
ろ
う
と
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　

市
婦
人

防
火
ク
ラ

ブ
鶴
形
地

区
の
小
笠

原
千
賀
子

会
長
は
じ

め
、
市
消

防
団
能
代

第
一
〇
分

団
員
や
釣

潟
神
社
総

代
な
ど
約

二
〇
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

 
同
ク
ラ
ブ
の
会
員
は
、
団
員
な
ど
か
ら

軽
可
搬
ポ
ン
プ
の
エ
ン
ジ
ン
の
始
動
や
水

の
く
み
上
げ
、
放
水
ま
で
の
一
連
の
動
作

を
学
び
、
火
災
か
ら
地
域
を
守
る
意
識
を

新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。

　

能
代
市
内
で
は
初
め
て
の
婦
人
防
火
ク

ラ
ブ
と
消

防
団
に
よ

る
合
同
訓

練
と
な
り

ま
し
た
。

　

小
笠
原

会
長
は

「
万
が
一

の
場
合
は

地
区
の
消

防
団
と
連

携
プ
レ
ー

を
図
る
こ

と
が
必

要
。
各
地

区
で
こ
の
よ
う
な
訓
練
の
取
り
組
み
が
広

が
れ
ば
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

〔
情
報
提
供
＝
能
代
消
防
署
〕

表　彰　式選手と応援団

操法大会の会場本県の応援席 激励交流会ステージ

婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
と

　

消
防
団
の
合
同
訓
練
を

　
　
　
　
　

実
施
し
ま
し
た


























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知事の伝達式

で
行
わ
れ
、そ
れ
ぞ
れ
叙
勲
伝
達
後
、皇
居

に
お
い
て
拝
謁
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

受
章
者
の
皆
様
、
誠
に
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

□
瑞
宝
小
綬
章
（
一
名
）

　
元
大
曲
仙
北
広
域
市
町
村
圏
組
合
消
防
本
部

      　

消
防
正
監　

里　

見　

喜
代
治

□
瑞
宝
双
光
章
（
一
名
）

　

元
由
利
本
荘
市
消
防
団

　
　
　

団　
　
　

長　

畠　

山　
　
　

勉

□
瑞
宝
単
光
章
（
二
二
名
）

　

元
秋
田
市
消
防
団

      　

副　

団　

長　

相　

川　

義　

和

　

元
仙
北
市
西
木
消
防
団

     　

 

団　
　
　

長　

浅　

利　

重　

昭

　

元
五
城
目
町
消
防
団

      　

副　

団　

長　

石　

川　

悦　

運

　

元
五
城
目
町
消
防
団

　
　
　

分　

団　

長　

一　

関　
　
　

精

　

元
仙
南
村
消
防
団

　
　
　

分　

団　

長　

小
田
長　

良　

吉

　

元
秋
田
市
消
防
団

　
　
　

副　

団　

長　

菅　

野　
　
　

洋

　

元
八
郎
潟
町
消
防
団

　
　
　

副　

団　

長　

北　

嶋　

光　

春

　

元
秋
田
市
消
防
団                 　
　

　
　
　

分　

団　

長　

小　

松　

三
之
丞

  

元
に
か
ほ
市
消
防
団

　
　
　

副　

団　

長　

齋　

藤　

正　

治

　

元
仙
北
市
消
防
団

　
　
　

団　
　
　

長　

佐　

藤　

生　

治

　

元
由
利
本
荘
市
消
防
団

　
　
　

団　
　
　

長　

佐　

藤　

近　

美

　

元
横
手
市
大
森
消
防
団

　
　
　

副　

団　

長　

佐　

藤　
　
　

守

　

元
大
仙
市
消
防
団

　
　
　

副　

団　

長　

佐　

藤　

芳　

男

　

元
八
竜
町
消
防
団

　
　
　

分　

団　

長　

清　

水　

芳　

忠

　

元
横
手
市
雄
物
川
消
防
団

　
　
　

分　

団　

長　

髙　

橋　

喜
一
郎

　

元
大
館
市
消
防
団

　
　
　

副　

団　

長　

多
賀
谷　

利　

巳

　

元
大
仙
市
消
防
団

　
　
　

副　

団　

長　

鳥　

羽　

武　

治

　

元
大
仙
市
消
防
団

　
　
　

副　

団　

長　

三　

浦　

幸　

男

　

元
八
竜
町
消
防
団

　
　
　

分　

団　

長　

三　

浦　
　

一
郎

　

元
湯
沢
市
消
防
団

　
　
　

副　

団　

長　

大　

和　

宗　

悦

　

元
八
郎
潟
町
消
防
団

　
　
　

副　

団　

長　

吉　

田　

一　

男

　

元
大
館
市
消
防
団

　
　
　

分　

団　

長　

渡　

邉　

壽　

郎

□
瑞
宝
双
光
章
（
六
名
）

　

元
横
手
市
消
防
本
部

　
　
　

消
防
司
令
長　

加
賀
谷　

長　

吉

　
元
能
代
山
本
広
域
市
町
村
圏
組
合
消
防
本
部

　
　
　

消
防
司
令
長　

鴨　

田　

次　

郎

  

元
秋
田
市
消
防
本
部

　
　
　

消　

防　

監　

木　

島　

憲　

悦

　

元
由
利
本
荘
市
消
防
本
部

　
　
　

消　

防　

監　

土　

田　

喜
一
郎

　

元
秋
田
市
消
防
本
部

　
　
　

消　

防　

監　

橋　

本　

鎭　

雄

　
元
湯
沢
雄
勝
広
域
市
町
村
圏
組
合
消
防
本
部

　
　
　

消
防
司
令
長　

山　

内　
　
　

登

□
瑞
宝
単
光
章
（
四
名
）

　

元
北
秋
田
市
消
防
本
部

　
　
　

消
防
司
令　

秋　

元　

忠　

雄

　

元
男
鹿
地
区
消
防
一
部
事
務
組
合
消
防
本
部

　
　
　

消
防
司
令　

伊　

藤　
　
　

弘

  

元
秋
田
市
消
防
本
部

　
　
　

消
防
司
令
長　

金　
　
　
　
　

實

  

元
男
鹿
地
区
消
防
一
部
事
務
組
合
消
防
本
部

　
　
　

消
防
司
令　

渡　

部　

健　

一

平
成
二
八
年  

秋

の

叙

勲

第
二
七
回 

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

平
成
二
八
年

平
成
二
八
年    

秋　
　

の　
　

叙　
　

秋　
　

の　
　

叙　
　

勲

第
二
七
回

第
二
七
回 

危
険
業
務
従
事
者
叙

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

平
成
二
八
年

平
成
二
八
年    

秋　
　

の　
　

叙　
　

秋　
　

の　
　

叙　
　

勲

第
二
七
回

第
二
七
回 

危
険
業
務
従
事
者
叙

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

　

平
成
二
八
年
秋
の
叙
勲
及
び
第
二
七
回

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
の
受
章
者
が
一
一

月
三
日（
木
）に
発
令
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
県
の
消
防
関
係
で
は
、
秋
の
叙
勲
で

二
四
名
、
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
で
一
〇

名
が
受
章
さ
れ
ま
し
た
。一
一
月
七
日

（
月
）午
後
一
時
三
〇
分
か
ら
秋
田
県
正
庁

に
お
い
て
知
事
の
伝
達
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

ま
た
、消
防
庁
長
官
の
伝
達
は
、秋
の
叙

勲
が
一
一
月
一
四
日（
月
）ニ
ッ
シ
ョ
ー
ホ

ー
ル
、
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
が
一
一
月

九
日（
水
）総
務
省（
合
同
庁
舎
第
二
号
館
）

平
成
二
八
年  

秋　
　

の　
　

叙　
　

勲

第
二
七
回 

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
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能代市山本郡 鹿　　　　　角

開 催 日

開 催 地

訓練想定

主　　な

訓練内容

参加人員

平成28年10月16日（日）

鹿角市十和田地区 　

99人（４機関・団体）

・花輪東断層帯を震源とする地震想定。

・地域の自主防災組織と秋田県立十和田高等学校の防
災委員が災害時の連携協力を図るための訓練

・初期消火訓練、避難訓練（煙体験ハウス使用）、土
のう作成訓練

　搬送訓練（簡易担架、徒手搬送）、応急手当訓練

大 館 北 秋 田秋　　田　　市

開 催 日

開 催 地

訓練想定

主　　な

訓練内容

参加人員

平成28年９月１日（木）

秋田中央・東部地区

2,800人（51機関・団体）

・９月１日（木）午前８時５０分、秋田市内陸
を震源とする非常に強い地震が発生、秋田市
で震度７を観測。
・市内各地でライフラインが寸断、建物損壊等
の被害が多発した。
　中心市街地の中高層建物で火災が発生し、Ｊ
Ｒ各線の運行車両は緊急停止、ＪＲ秋田駅付
近においては、列車脱線事故により多数の傷
病者が出た。

・シェイクアウト訓練、災害対策本部設置運営訓練

・施設利用者避難訓練、避難所開設運営訓練

・多数傷病者救助救出訓練、ライフライン復旧訓練

・応急給食給水訓練

各地域における総合防災訓練の実施状況各地域における総合防災訓練の実施状況

開 催 日

開 催 地

訓練想定

主　　な

訓練内容

参加人員

平成28年５月26日（木）

能代市二ツ井地区

250人（16機関・団体）

・５月26日（木）午前９時10分、巨大地震発生｡
・能代市二ツ井地区では震度６を観測。
・市長を本部長とする災害対策本部を設置し、
職員の招集、被害状況の確認、避難所の開設
を実施。

・初期消火、街区火災防ぎょ訓練
・事故車両救出訓練、避難誘導訓練、応急救護所設置訓練
・水防団の堤防超流対応訓練、河川氾濫による逃げ遅れ
者救出訓練
・煙体験訓練、応急食料炊き出し訓練
・ライフライン復旧訓練等

開 催 日

開 催 地

訓練想定

主　　な

訓練内容

参加人員

平成28年８月28日（日）

大館市花岡地区

570人（26機関・団体）

・８月28日（日）午前８時、大館地域を震源と

するマグニチュード7.3の直下型地震が発

生。大館市では震度７の揺れを観測。

・災害対策本部を設置し情報収集したところ、

家屋等の倒壊や火災危険物流出事故が発生、

避難、安否確認及び負傷者の救出、救護活動

を開始した。

・一時避難訓練、情報収集訓練、災害対策本部設置運営
訓練

　避難広報訓練、避難行動訓練、危険物流出事故対策訓練
・土砂洪水対処訓練、火災防ぎょ訓練、避難所開設訓練
・倒壊建物救出訓練、防災ヘリつり上げ救助訓練
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由利本荘にかほ

開 催 日

開 催 地

訓練想定

主　　な

訓練内容

参加人員

平成28年９月４日（日）

由利本荘市鳥海地域

500人（12機関・団体）

・９月４日（日）午前８時、北由利断層を震源とす
るマグニチュード7.3の地震が発生し、鳥海地域
で震度６弱を観測した。
・地震の影響により家屋の倒壊や火災が発生したほ
か、大型観光バスと乗用車の交通事故により多数
の傷病者も出た。

・多数傷病者事故対策訓練、炊き出し給水

訓練、初期消火訓練

・建物火災防ぎょ訓練

横　　手　　市

大仙仙北美郷湯沢市雄勝郡

開 催 日

開 催 地

訓練想定

主　　な

訓練内容

参加人員

平成28年９月７日（水）

羽後町役場周辺

300人（16機関・団体）

・９月７日（水）午前８時30分頃、秋田県南部を
震源とする強い直下型地震が発生、震源の深
さは約15㎞、マグニチュード6.8と推定、羽
後町は震度６強と発表された。
・羽後町地域防災計画に基づき、町役場庁舎に
町長を本部長とする災害対策本部を設置。町
民の安否確認及び被害の拡大防止に向けた活
動を開始した。

・災害対策本部設置運営訓練、街区火災防ぎょ訓練

・座屈倒壊建物からの救出訓練、多数傷病者対応訓練

・建物火災総合訓練

開 催 日

開 催 地

訓練想定

主　　な

訓練内容

参加人員

平成28年５月24日（火）

大仙市大曲地域

2,000人（40機関・団体）

・５月24日（火）午前９時10分頃、秋田沖を震源
とするマグニチュード８を超える地震が発生
し、大曲地域では震度６弱を観測した。

・災害対策本部を設置し災害調査を開始、各関
係機関や住民相互協力のもと被害は最小限に
食い止められた。その後、秋田県日本海沿岸
部に大津波による被害情報が入り、後方支援
対策本部へ移行した。

・街区火災初期消火訓練、倒壊建物救出訓練
・道路放置車両等撤去及び道路警戒訓練、避難所開設
訓練
・大仙市後方支援本部設置運営訓練

開 催 日

開 催 地

訓練想定

主　　な

訓練内容

参加人員

平成28年９月４日（日）

横手市大雄地域

300人（11機関・団体）

・９月４日（日）午前９時、横手盆地真昼山地連動型
地震が発生。
　地震の規模はマグニチュード8.1と推定される。
・災害対策本部を設置し情報収集を行ったところ、
多くの家屋等の倒壊が発生、避難、安否確認、災
害時要配慮者の支援、救護活動を開始した。

・住民主体の避難所運営訓練、避難行動要支援者の避難

支援訓練

・医療救護訓練、罹災証明業務訓練

・職員初動マニュアル及び非常連絡網の検証

　平成28年度秋田県総合防災訓練は８月21日（日）、秋田県、潟上市、五城目町、八郎潟町、井川町、消防、警
察、自衛隊など60機関から約2,700人が参加して行われました。（秋田県総合防災課）　

★紙面の関係で、男鹿潟上南秋支部の状況は、８頁に掲載しております。
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秋田県横手市寿町１番28号
ＴＥＬ　（0182）（32）3880
ＦＡＸ　（0182）（32）0839

ホームページ　http://it-yokote.sakura.ne.jp/
E -ma i l　ykttkg@jasmine.ocn.ne.jp

第
六
期

女
性
消
防
団
員
教
育

秋
田
県
消
防
学
校

　

第
六
期
女
性
消
防
団
員
教
育
は
、
一
〇

月
二
九
日（
土
）、
三
〇
日
（
日
）の
二
日

間
、
秋
田
県
消
防
学
校
（
由
利
本
荘
市
岩

城
）
に
お
い
て
県
内
五
消
防
団
か
ら
一
〇

名
が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

入
校
式
で
、
秋
田
県
消
防
協
会
中
田
潤

会
長
は
「
女
性
消
防
団
員
は
年
々
増
加
し

て
お
り
、
五
年
前
の
平
成
二
三
年
と
比
較

し
、
女
性
団
員
を
採
用
し
て
い
る
消
防
団

は
四
団
増
え
二
一
団
と
な
り
、
団
員
数
も

二
一
五
人
か
ら
一
六
九
人
増
の
三
八
四
人

と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
消

防
活
動
に
お

い
て
も
、
地

域
住
民
の
安

心
・
安
全
に

対
す
る
関
心

の
高
ま
り
な

ど
で
、
そ
の

内
容
も
多
様

化
、
専
門
化

し
て
き
て
お

り
、
と
り
わ

け
女
性
消
防

団
員
に
は
、

住
宅
用
火
災

警
報
器
の
普

及
促
進
、
独

り
暮
ら
し
の

高
齢
者
宅
へ

の
訪
問
、
住

民
に
対
す
る

防
災
教
育
や

応
急
手
当
の

普
及
指
導
の

面
で
の
活
躍

が
期
待
さ
れ
て
い
る
。」
と
述
べ
ら
れ
ま

し
た
。

■
研
修
内
容

　

講
話
（
県
消
防
協
会
長
）

　

消
防
活
動
訓
練
（
訓
練
礼
式
、
消
火
訓

練
、
放
水
要
領
、
ホ
ー
ス
延
長
、
結

索
要
領
、
煙
体
験
、
地
震
体
験
）

　

救
急
訓
練
（
応
急
手
当
講
習
）

　

各
団
の
活
動
紹
介

　

意
見
交
換

■
受
講
生
名
簿

　

大
館
市　
　

部
長　
　
　
髙
清
水
タ
マ
子

　

大
館
市　
　

団
員　
　
　

藤
原　

清
美

　

北
秋
田
市　

副
分
団
長　

佐
々
木
久
子

　

北
秋
田
市　

班
長　
　
　

松
岡　

明
美

　

男
鹿
市　
　

団
員　
　
　

秋
山　

詩
歩

　

男
鹿
市　
　

団
員　
　
　

越
後　

智
恵

　
由
利
本
荘
市　

団
員　
　
　

石
川　

雪
子

　
由
利
本
荘
市　

団
員　
　
　

谷
野　

朋
子

　

大
仙
市　
　

団
員　
　
　

茂
木　

未
来

　

大
仙
市　
　

団
員　
　
　

伊
藤　

優
子
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１．目　　的　少年少女の防火意識を高めるとともに、一般県民の防火思想の普及啓発を図ることを目的
　　　　　　　とする
２．主　　催　秋田県・（一財）秋田県消防協会
３．後　　援　秋田県教育委員会・秋田魁新報社・ＮＨＫ秋田放送局
４．募集規定　⑴　ポスター
　　　　　　　　イ　色数、表現方法は自由とし、防火思想の普及に適するものであること
　　　　　　　　ロ　大きさはＢ３版又は画用紙四つ切大（54㎝×38㎝）程度であること
　　　　　　　　ハ　一人一点とする
　　　　　　　⑵　応募資格　県内の小・中学校の児童生徒
　　　　　　　⑶　募集期間　平成28年11月１日～12月31日（12月31日の消印有効）
　　　　　　　⑷　審　　査　学識経験者・秋田魁新報社・ＮＨＫ秋田放送局・秋田県
　　　　　　　　　　　　　　（一財）秋田県消防協会で構成する審査会において行います。
　　　　　　　⑸　入賞発表　平成29年２月上旬頃、秋田魁新聞紙上にて発表
　　　　　　　⑹　　 賞 　　次の入賞者には、学校を通じて賞状と図書カードを贈呈します。
　　　　　　　　　　　　　　小学生の部　一席１名、二席２名、三席３名、佳作10名まで
　　　　　　　　　　　　　　中学生の部　一席１名、二席２名、三席３名、佳作10名まで
　　　　　　　　　　　　　　一席5,000円　二席3,000円　三席2,000円　佳作1,000円
５．募集条件　⑴　応募は未発表の作品に限る。
　　　　　　　⑵　応募作品は原則として返却できません。（返却を希望される場合、選外作品に限り送料
　　　　　　　　　着払いにてお返ししますので、事前にお申し出ください）
　　　　　　　　　入賞作品の版権は主催者に帰属します。
　　　　　　　⑶　募集規定に違反した作品は採用いたしません。
　　　　　　　⑷　作品には市町村名、学校名、学年、氏名（ふりがな）、性別を記入した
　　　　　　　　　名札（たて６㎝よこ20㎝程度）を作品の右下に必ず貼り付けてください。
　　　　　　　　　【記入例】　　※ふりがなは必ずご記入ください。

６．ポスターの作製
　　　　　　　一席に入賞した作品どちらか1点で防火ポスターを作製しますので、作者の学校名・学年
　　　　　　　・氏名をポスターに記載することを予めご了承ください。
７．送 り 先　〒010-0951　秋田市山王4-1-2　秋田地方総合庁舎5階
　　　　　　　（一財）秋田県消防協会あて　お問合せ先　TEL 018-867-7320
　　　　　　　※ 作品を送付される場合、送料は応募者がご負担ください。

平成平成28年度年度 防火ポスターコンクール募集要項防火ポスターコンクール募集要項平成平成28年度年度 防火ポスターコンクール募集要項防火ポスターコンクール募集要項平成平成28年度年度 防火ポスターコンクール募集要項防火ポスターコンクール募集要項平成28年度 防火ポスターコンクール募集要項

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

平成27年度作品 平
成
26
年
度
作
品

仙北市立桧木内小学校
　　　門脇　帆渚さん

市町村名

学　年

学　　校　　名

（ふ　り　が　な）
氏　　　　　　名

性　

別

美郷町立美郷中学校
　　　伊藤　日菜さん

秋田市立御所野学院中学校
　　　山根なつみさん

大仙市立内小友小学校
　　　森元　菜夏さん

秋田市立御所野学院中学校
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モリタ消防ポンプ シ バ ウ ラ ポ ン プ

　

横
手
市
支
部
で
は
、
秋
の
火
災
予
防
運

動
に
向
け
た
各
種
研
修
を
実
施
し
て
い
ま

す
。一
〇
月
二
一
日（
金
）は
、横
手
市
内
の

火
災
予
防
組
合
員
や
婦
人
防
火
団
体
等
指

導
者
を
対
象
と
し
た
「
横
手
市
火
災
予
防

組
合
研
修
会
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　

横
手
市
消
防
本
部
予
防
課
鈴
木
勉
課
長

を
講
師
と
し
て
招
き
、
今
年
四
月
に
甚
大

な
被
害
を
も
た
ら
し
た
熊
本
地
震
の
被
害

状
況
の
確
認

と
、
地
震
が

き
た
ら
と
る

べ
き
行
動
や

対
策
、
地
震

が
き
て
も
冷

静
に
対
応
で

き
る
よ
う
、

身
近
な
と
こ

ろ
か
ら
コ
ツ

コ
ツ
と
で
き
る
備
え
に
つ
い
て
講
話
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。第
二
部
で
は
、冬
に
起
こ

り
が
ち
な
石
油
ス
ト
ー
ブ
な
ど
の
暖
房
器

具
を
原
因
と
し
た
火
災
を
未
然
に
防
ぐ
た

め
、
日
常
生
活
で
気
を
つ
け
た
い
ポ
イ
ン

ト
を
紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

研
修
に
は
支
部
の
役
員
も
出
席
し
、
常

日
ご
ろ
か
ら
し
っ
か
り
と
災
害
の
怖
さ
を

横
手
市
支
部
各
種
研
修
会
を

　
　
　
　
　
　
　

実
施
し
て
い
ま
す

意
識
し
、
も
し
も
の
時
の
た
め
の
対
策
を

講
じ
て
こ
そ
、
本
当
の
意
味
で
の
防
災
に

つ
な
が
る
こ
と
を
認
識
し
ま
し
た
。

　

火
災
予
防
運
動
期
間
中
は
、
横
手
市
各

地
域
に
お
け
る
駆
け
付
け
放
水
訓
練
と
防

火
パ
レ
ー
ド
の
実
施
、
一
一
月
一
二
日

（
土
）に
は
入
団
三
年
未
満
の
消
防
団
員
を

対
象
と
し
た
教
養
研
修
、
災
害
時
に
ポ
ン

プ
車
等
の
機
関
員
と
し
て
活
動
す
る
消
防

団
員
を
対
象
と
し
た
機
関
員
教
養
研
修
を

同
日
開
催
し
ま
し
た
。

　

消
防
団
員
の
資
質
向
上
、
各
種
災
害
に

お
け
る
的
確
な
対
応
と
消
防
団
の
活
性
化

推
進
に
つ
な
が
る
こ
と
を
期
待
し
、
今
後

も
研
修
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
す
。

〔
情
報
提
供
＝
横
手
市
支
部
〕

建　物
林　野
車　輛
その他
合　計
死者数
負傷者数

平成28年 平成27年 同期比較
10月 累計 累計10月 年計 10月 累計

火災の発生状況 （速報値）
（秋田県総合防災課調べ）

-17
-  5
-11
-31
-64
-17
-31

-17
-  2
1
0

-18
-  1
-  2

211
34
45
83
373
40
86

175
34
39
82
330
34
73

24
2
4
5
35
2
4

158
29
28
51
266
17
42

7
0
5
5
17
1
2

男鹿潟上南秋

開 催 日

開 催 地

訓練想定

主　　な

訓練内容

参加人員

平成28年11月10日（木）

五城目町

2,000人（28機関・団体）

・ここ数日の大雨の影響で土砂災害危険区域の
地盤は緩んでいる状態にある中、11月10日
（木）午前９時35分、秋田市の北５㎞付近（天
長地震）を震源とするマグニチュード7.2の
地震が発生し、五城目町では震度６強を観
測。その後も強い地震が断続的に発生。
・五城目町では９時40分に災害対策本部を役場
庁舎に設置した。

・通報、避難(濃煙内体験)、初期消火訓練、火災防ぎょ
訓練
・孤立負傷者の救出救護訓練、避難誘導訓練
・水防活動訓練、倒壊建物からの救出救助と多数傷病者
対応訓練


